
AREX400 AF - 簡単な多段階マーキング. 限られたスペースにもぴったり収まります，制限のない自動化を実現。

2026年3月19日、ボローニャ発 –

産業オートメーションおよび自動データ収集分野の世界的リーダーであるダタロジックは本日、レーザーマーキングにおける最も一般的な課題の一つである「高さの異なる部品へのマーキング時の手動による焦点調整」を解消するために設計された、革新的なファイバーレーザーマーキングシステム「AREX400

AF」の発売を発表しました。

AREX400シリーズの確かな実績を基盤に、AREX400 AFはソフトウェア制御による「Adjustable Focus」技術を採用しており、マーキングソフトウェア上で直接、瞬時に焦点調整を行うことが可能です。±20 mmから業界トップクラスの±60

mmまでの作業範囲により、製造業者は手動操作を必要とせずに、高さのばらつきや多面体の部品にも対応できるようになりました。

・

再フォーカス不要，稼働時間の向上。

従来の固定焦点レーザーマーカーでは、高さの異なる部品を切り替える際に手動での調整が必要でした。AREX400 AFはこの制約を解消します。

LIGHTER・

9ソフトウェアを通じて瞬時に焦点を調整できるため、オペレーターは形状の異なる新しい部品にも数秒で対応可能です。これにより、セットアップ時間が短縮され、生産の中断が最小限に抑えられ、製造ラインの円滑な稼働が維持されるとともに、低コストでスループットを向上させることができます。

・

外部軸を使用せずに多段構造の部品をマークする。

複数の表面や異なる高さのレベルを持つ複雑な部品でも、外部軸や専用の治具を必要とせずに、1回のサイクルでマーキングが可能です。機械的な調整や追加のハードウェアが不要となるため、AREX400

AFは機械への統合を簡素化し、最小限のセットアップ作業で多様なアセンブリに完璧なマーキングを実現します。

・

瞬時の製品切り替え。

製品やロットサイズの切り替えが迅速かつスムーズに行えます。作業距離はソフトウェアで瞬時に調整できるため、生産ラインの稼働を維持し、アジャイルな製造環境をサポートします。

・

ロボット自動化向けに設計。

重量わずか3.5kgの軽量スキャンヘッドとロボット用ケーブルを採用したAREX400 AFは、ロボットへの統合や移動中のマーキング用途に最適です。軽量であるため、積載能力の低いロボットにも組み込むことができ、連続動作アプリケーションにおいても性能を維持します。

・

スペースに制約のあるライン向けのコンパクト設計。

IP64規格に準拠したスキャンヘッドはコンパクトな設置面積を特徴とし、密集した生産ラインや狭いロボット環境への設置を可能にするとともに、重要部品を保護し、メンテナンスの必要性を低減します。

・

業界最高水準の安全性。最高の信頼性。摩耗ゼロ。

T・V認証を取得したソリッドステート・セーフ・レーザー・オフ（SLO）モジュールは、摩耗の影響を受けない回路を用いて、フェイルセーフなレーザー停止を保証します。これにより、無制限の安全サイクルが保証され、適切な統合環境においてパフォーマンスレベルPLeをサポートします。



・

AREX400 AFにより、レーザーマーキングはよりシンプルに、より迅速に、そしてより柔軟に行えるようになり、製造業者は制限なく自動化を実現できます。

「当社の新製品『AREX400 AF』は、市場に根本的な変革をもたらすものであり、2D固定焦点距離レーザーマーカーと高価な3Dシステムとの間のギャップを埋めるものです。いわば『2.5Dソリューション』とお考えください」と、ダタロジック社 産業オートメーション部門

レーザーマーキング製品ラインマネージャーのロレンツォ・バッシ氏は述べた。「柔軟性とコスト効率において新たな基準を打ち立てるAREX400 AFは、多段構造のワークピースに対して、正確かつ再現性高く、永久的で耐久性のあるマーキングを施します。」


